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巻 頭 言 

 水稲の育苗箱全量施肥栽培は、稲が必要とする総ての窒素肥料成

分量を播種時に施肥し、肥料ごと植付ける新しい栽培方法で、肥料の

利用率向上と省力化が期待されています。 

 農林技術開発センターは、すでに平坦地で広く栽培されている水稲

「にこまる」において育苗箱全量施肥と疎植栽培を組み合わせ、施肥

量と施肥労力を削減できる技術を開発しました。さらに、本県に幅広く

育苗箱全量施肥技術を導入できるよう、平成22～24年に中山間地で

広く栽培されている「ヒノヒカリ」に適用して研究を重ねました。 

 その結果、中山間地の「ヒノヒカリ」に適した育苗箱全量施肥技術を

開発しましたので、ここに技術導入の案内書として「栽培技術の手引

き」を記すこととしました。 

 本手引きの育苗箱全量施肥技術の特徴は、以下のとおりです。 

1.稲が必要とする総ての窒素肥料を播種時に施肥し、水田へ
の施肥量の削減と施肥の省力化が期待されます。 

2.水田から河川へ肥料が流出するのを軽減する環境にやさし
い栽培法です。  

3.市販されている肥料を使って栽培できます。 

 この「栽培技術の手引き」が本県中山間地稲作の参考になれば幸い

です。 

 

長崎県農林技術開発センター所長  祢宜 渉 
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○育苗箱に窒素全量を市販の緩効性肥料で施肥し、育成した苗を移植し
ます。 

○緩効性肥料は移植の3~4週間後から溶け出し肥効が現れます（図１）。 

○本田での基肥、穂肥の施肥は必要ありません。 

育成した苗を移植 

  水  田 

覆 土 

種子籾 

肥 料 

床 土 

育苗箱全量施肥とは？ １. 
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  育苗箱に緩効性肥料を全量施用 



○緩効性肥料が根元にあり、無駄が少なく効率的に肥料が吸収されるの
で、窒素施肥量を80%程度まで減らせます。 

○初期の分げつの発生は緩やかですが、無効分げつが少なく茎が太く秋
まさり型の生育となり大きな穂になります。 

分げつ
発生緩 

無効茎少 
太い茎 

秋まさり型
大きい穂 

  局所施肥により減肥が可能 
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育苗箱全量施肥で減肥栽培 ２. 

Agriculture and Forestry Technical Development Center,  Nagasaki Prefectural Government 

図１ 緩効性肥料(育苗箱全量施肥)の窒素溶出率(2012年 諫早市) 

注)田植前は育苗箱内、田植後は水田での窒素溶出を表します。標高120mの場所での測定結果です。 
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図２ ㎡当たり茎数の推移(2012年 諫早市) 

①茎数は少なく推移します 

（図２）。 

②草丈はやや短く、葉色は濃く
推移します。 

③出穂期、成熟期はほぼ同じ
です。 

①穂数は少なく、一穂籾数は多くなります（図３-a,b）。 

②玄米収量は同等以上です（図３-c）。 

図３ ㎡当たり穂数、一穂籾数、玄米収量(2012年 諫早市) 

注)一穂籾数は一穂に平均して着く籾数 (遅れ穂は除く)。 
玄米収量は粒厚1.8mm以上の玄米の重さで、玄米水分15.0%換算値。 

 慣行栽培と比べてみるとわかる育苗箱全量施肥の特徴をご
紹介します。 

 １）生育の特徴 

育苗箱全量施肥の４つの特徴 ３. 

 ２）収量性の特徴 
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①粒厚2.0mm以上の良質な玄米の割
合は同等から高くなります（図４）。 

②千粒重は同等から重く、検査等級
はほぼ同等です（表１）。 

図４ 粒厚別玄米重量比(2012年 諫早市) 

栽培方法 千粒重 検査等級 

苗箱施肥 23.6g ２等中 

慣行栽培 22.3g ２等下 

表１ 千粒重、検査等級(2012年 諫早市) 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

苗箱施肥

慣行栽培

玄米重量比

1.8～1.9㎜
1.9～2.0㎜
2.0～2.1㎜
2.1～2.2㎜

 食味は同等です（図５）。 
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図５ 食味評価(2011年 雲仙市) 

注)粒厚1.8mm以上の玄米中の重量比。 

注)千粒重は粒厚1.8mm以上の玄米千粒の重さ。水分
15.0%換算値。検査等級はJAながさき県央調べ。 

注)慣行栽培を基準(0)とし総
合評価・外観・香り・味
は-3(かなり不良)～＋
3(かなり良い),粘りは-
3(かなり弱い)～＋3(かな
り強い),硬さは-3(かなり
軟らかい)～＋3(かなり硬
い)の 7 段階評価。 

 「ヒノヒカリ」の
育苗箱全量施
肥は、土壌や
標高によらず幅
広い地域での
栽培に適してい
ます（図６）。 

図６ 標高・土壌の違いと玄米収量(2010-12年 諫早市･雲仙市) 
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育苗箱全量施肥の適応性 ４. 
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基準となる 
窒素施肥量(a) 

肥料必要量(b) 
１箱当たりの施肥量(c) 

使用苗箱数  20箱 22箱 24箱 

4.5kg/10a 9kg/10a          450g 409g 375g 

6.0kg/10a 12kg/10a          600g 545g 500g 

7.5kg/10a 15kg/10a          750g 682g 625g 

9.0kg/10a 18kg/10a          900g 818g 750g 

10.5kg/10a 21kg/10a           多過ぎ    954g 875g 

「ヒノヒカリ」の育苗箱全量施肥にはシグモイド型120日タイプの溶出パターンの

肥料が適します。育苗箱への窒素施用量は、慣行栽培の窒素施用量の約８割で

す。これまでの試験では慣行栽培の約７～９割の窒素施用量で慣行栽培と変わらない収量、品質を得ています。 

ここでは、商品名「苗箱まかせ N400-120」（窒素40%)を使った例を示します。肥料成分
や効き方が違う「苗箱まかせ」もありますので、ご注意ください。 

 肥料「苗箱まかせ N400-120」施肥量の計算（水田10a当たり、表２） 

 基肥窒素量＋追肥窒素量（穂肥）＝基準となる窒素施肥量(a) 

 基準となる窒素施肥量×0.8＝苗箱施肥の窒素量 

 苗箱施肥の窒素量÷0.4（肥料成分40%)＝肥料必要量(b) 

 １箱当たりの「苗箱まかせ N400-120」施肥量の計算（表２） 

 10aの肥料必要量÷10aの使用苗箱数＝１箱当たりの施肥量(c) 

育苗箱全量施肥に使う緩効性肥料はゆっくり長く効く窒素成分のみが含まれ、リ

ン酸とカリ成分が入っていません。 

そこで、リン酸とカリ成分が含まれる土壌改良資材を水田の耕起前に施用しま

す。ケイ酸を同時に補給できる資材が便利です。 

    土壌改良資材の施用例 ケイカリン  ６０ｋｇ/１０a 

表２ 育苗箱への「苗箱まかせ N400-120」施肥量早見表(2012年 大脇) 

注)１箱当たりの施肥量(c)が1000g以上になると苗が生育不良になることがあります。 

育苗箱全量施肥栽培のポイント ５. 

 １）土壌改良資材の水田への施用 

 ２）育苗箱への施肥量の計算 
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①床土（1,700g/箱） ②施肥（750g/箱） 

③播種（催芽籾180g/箱） ④灌水 

床 土 肥 料 

播 種 灌 水 

完 成 覆 土 

 ３）育苗箱への施肥播種の手順 
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⑤覆土（1,300g/箱） ⑥播種終了 
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栽
培
法 

硬化開始
時の苗長 

移植時の苗 移植後の不良株率 

苗丈 苗令 欠株 転び苗 

苗 
箱 
施 
肥 

2㎝ 16.5㎝ 3.5葉 1.1% 0.4% 

4㎝ 16.9㎝ 3.4葉 1.3% 0.7% 

6㎝ 16.5㎝ 3.0葉 0.3% 0.4% 

8㎝ 21.8㎝ 2.9葉 1.3% 2.8% 

慣行栽培 14.9㎝ 2.6葉 0.0% 0.0% 

①育苗箱全量施肥（苗箱まかせ）による育苗

は、苗の伸長が早いので、早めに被覆資材

を取って硬化を始めます。苗長が少し長くて

も、充分に根が張りますが、硬化開始時期

が遅いと苗が徒長し、移植した苗が転びや

すくなります（表３、写真１、写真２）。 

   硬化開始時期のめやす 苗長３～４㎝ 

②播種～移植までの育苗期間は６月移植で

は慣行栽培と同じです。 

  

 

    左：苗箱施肥   右：慣行栽培 

   （硬化開始8㎝） 

表３ 育苗箱全量施肥の硬化開始時と移植時の苗、移植後の不良株率(2012年 諫早市) 

注)標高約130mの場所で播種後28日間育成した苗を移植した結果です。 

写真２ 硬化開始時期が遅かった育苗箱全量施肥苗の移植時の姿 

写真１ 育苗箱全量施肥苗の常用 
    田植機への搭載のようす 

 ４）苗の硬化時期 
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栽培法 労働時間（時） 肥料費（円） 

苗箱施肥 22.1 12,814 

慣行栽培 23.9 13,850 

全量育苗箱施肥栽培は水田からの窒素流出量を慣行栽培と比べて87%減
らし、13%にします（図６）。 

図７ 水田からの窒素流出量割合（2012年 諫早市） 

代掻き後の水田での施肥が不要になることから、施肥時間を減らし、肥料費
も減らします（表４）。 

暑い時期に穂肥を施用しなくてよいので、体に優しい技術でもあります。 

表４ 水稲栽培にかかる労働時間と肥料費(10a当たり) 

注)慣行栽培施肥量は長崎県央地域水稲栽培こよみに基づき、苗箱施肥は窒素成分を慣行栽培の
80%としました。労働時間は長崎県農林業基準技術(1994)普通期栽培(本田分施)に、肥料費はJA
ながさき県央販売価格に基づき試算しました。 

環境と経営に優しい栽培技術 ６. 

 １）水田からの窒素流出を減らします 

 ２）施肥の時間と費用を減らします 
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注)窒素流出量割合は慣行栽培の水田からの窒素流出量を100とした割合を示しています。 
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